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社会保障制度をめぐる正念場の情勢

今こそ社保協の出番！
8/24 第２回地域団体代表者会議、４地域・１２団体４２名参加

長野県社保協は、８月２４日（土）午後松本勤労者

福祉センターで第２回地域団体代表者会議を開き、秋

以降の活動方針を討議、確認しました。会議は、冒頭、

小林吟子代表委員（県医労連執行委員長）の開会の挨

拶。続いて中央社保協事務局次長前沢淑子さんの学習

講演がありました。講演では「参議院選挙後の情勢と

２０１３年秋のたたかい～憲法２５条を活かすたた

かいの正念場、今こそ社保協の出番！」と題して

の内容でした。

講演のあと湯浅事務局長から秋以降の活動方針の

提案がありました。①全国課題として、消費税増税実

施中止、社会保障大改悪の具体化阻止など秋の臨時国会から来春の通常国会をにらんだ運動、②来

年８月の県知事選挙を視野に「子ども・障がい者の医療費窓口無料化」実現に向けた秋以降の一大

県民運動の展開、③市町村に向けた「自治体キャラバン」の活動を昨年以上に広げる、④県社保協、

地域社保協の組織・活動の強化、などが確認されました。

学習講演や活動方針を受け、参加団体から１３名の発言があり、地域・団体の活動の交流がされ

ました。最後に宮沢事務局次長（県保険医協会事務局長）が閉会のあいさつを兼ねて会議のまとめ

の発言がありました。その中で当面、全国的課題に取り組みながら、福祉医療給付制度の改善を求

める活動、地域社保協が主体となって実施される「自治体キャラバン」の活動を強化していくこと

など強調されました。尚、会議の詳細は、県推協機関紙「参加と平等」３９８号原金二さんの寄稿

文（別紙）を参照して下さい。

貧困から子どもと障がい者を守る県民シンポジウム開催迫る
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憲
法
第
二
五
条
を
い
か
し
、
安
心

の
社
会
保
障
を
！ 

 

―
い
ま
社
保
協
の
出
番
、
秋
の
運

動
を
手
を
つ
な
ぎ
あ
い
ー 

 

長
野
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
以

下
「
県
社
保
協
」
）
の
第
二
回
地
域
・

団
体
代
表
者
会
議
が
八
月
二
四
日

（
土
）
、
松
本
市
で
開
催
さ
れ
、
四
地

域
・
十
四
団
体
の
代
表
四
二
名
が
活

動
・
情
勢
の
報
告
や
今
秋
の
運
動
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

◆
記
念
講
演 

 

 

中
央
社
保
協
の
前
沢
淑
子
事
務
局
次

長
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
情
勢
に
つ
い

て
、
豊
富
な
資
料
に
基
づ
き
分
か
り
や

す
く
報
告
し
ま
し
た
。 

①
参
議
院
選
挙
の
結
果
は
、
自
民
党
が

圧
勝
し
、
公
明
党
と
併
せ
て
与
党
が
安

定
多
数
を
確
保
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
衆
参
の
議
員
数
の
ね
じ
れ
は
解
消

し
ま
し
た
が
、
国
民
の
願
い
と
の
ね
じ

れ
は
い
っ
そ
う
進
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
政
府
・
自
民
党
は
「
集
団
的
自
衛

権
の
合
憲
化
を
め
ざ
す
」
な
ど
憲
法
改

悪
に
軸
足
を
移
し
、
消
費
税
増
税
を
推

し
進
め
る
な
ど
深
刻
な
情
勢
で
す
。 

②
国
民
の
生
活
意
識
調
査
で
は
、
六
割

の
世
帯
が
「
苦
し
い
」
と
応
え
て
い
ま

す
。
児
童
の
い
る
世
帯
が
六
五
・
三
％

と
特
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
者

は
年
間
三
万
人
で
高
止
ま
り
し
て
い
ま

す
。
あ
る
研
究
者
は
、
「
消
費
税
が
一

〇
％
に
な
れ
ば
、
自
殺
者
は
二
倍
の
七

万
人
に
な
る
の
で
は
」
と
予
想
し
て
い

ま
す
。 

③
医
療
費
（
保
険
料
、
窓
口
負
担
）
が

高
く
て
払
え
な
い
方
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
国
保
の
「
短
期
保
険
証
」
「
資
格

証
明
書
」
の
発
行
は
六
・
二
％
の
世
帯

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

④
働
く
人
の
三
八
・
二
％
が
非
正
規
と

な
り
、
過
去
最
悪
の
二
〇
四
二
万
人
に

な
り
、
年
収
二
〇
〇
万
円
以
下
の
人
が

一
千
万
人
を
超
え
ま
し
た
。 

⑤
高
齢
者
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
独
り
暮

ら
し
が
三
分
の
一
を
超
え
、
三
分
の
二

以
上
が
年
収
三
〇
〇
万
円
以
下
で
す
。

こ
れ
に
、
年
金
削
減
が
追
い
打
ち
を
掛

け
ま
す
。
介
護
者
の
半
数
以
上
が
六
〇

歳
以
上
で
「
老
老
介
護
」
が
常
態
化
し

て
い
ま
す
。 

⑥
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
は
、
今
年
五

月
現
在
一
五
八
万
世
帯
、
二
一
五
万
三

八
一
六
人
と
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け

て
い
ま
す
。 

実
態
を
見
る
と
、
働
き
た
く
て
も
働
け

な
い
者
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

前
沢
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
情
勢
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は
「
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
改
悪
の

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
、

い
っ
そ
う
国
民
の
生
活
を
苦
し
め
る
方

向
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
述
べ

ま
し
た
。
政
府
の
理
念
は
、
憲
法
二
五

条
を
否
定
し
、
社
会
保
障
そ
の
も
の
の

解
体
を
め
ざ
し
、
自
民
党
の
憲
法
改
悪

草
案
を
先
取
り
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
「
自
助
」
と
い

う
「
自
己
責
任
」
の
徹
底
、
「
自
助
」

で
で
き
な
い
所
は
、
家
族
・
親
族
で
助

け
合
え
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
国
民

相
互
で
助
け
合
う
「
共
助
」
で
、
ど
う

し
て
も
だ
め
な
ら
「
公
助
」
で
と
し
て

い
ま
す
。
民
営
化
、
市
場
化
を
徹
底

し
、
国
民
が
自
分
で
保
険
料
を
支
払
っ

て
医
療
や
介
護
・
福
祉
を
賄
う
制
度
に

変
質
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

⑦
年
金
、
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、
生

活
保
護
に
つ
い
て
、
政
府
が
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
制
度
改
悪
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
よ
り
、
医
療
を
中
心
と
し
た
社
会

保
障
全
般
が
危
機
を
迎
え
る
状
況
を
説

明
し
ま
し
た
。
（
略
） 

報告者 ；原 金二 

  （県推協 副代表 ） 
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⑧
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
を
切
り
開

く
に
は
、
こ
の
秋
の
運
動
が
重
要
で

す
。
ど
れ
だ
け
世
論
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
か
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社

会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

「
い
ま
こ
そ
、
社
保
協
の
出
番
！
」
を

自
覚
し
、
学
び
合
い
、
社
会
保
障
の
諸

課
題
で
共
同
で
き
る
人
々
と
幅
広
く
手

を
つ
な
ぎ
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
活
動
方
針
の
提
起 

 

事
務
局
よ
り
、
今
秋
か
ら
の
活
動
方

針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

①
全
国
課
題
と
し
て
、
消
費
税
増
税
実

施
中
止
、
社
会
保
障
改
悪
の
具
体
化
阻

止
な
ど
秋
の
臨
時
国
会
か
ら
来
春
の
通

常
国
会
を
に
ら
ん
だ
運
動
。 

②
来
年
の
県
知
事
選
挙
を
視
野
に
、

「
子
ど
も
・
障
が
い
者
の
医
療
費
窓
口

無
料
化
」
実
現
に
向
け
た
秋
以
降
の
一

大
県
民
運
動
の
展
開
。 

③
市
町
村
に
向
け
た
「
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
の
活
動
を
昨
年
以
上
に
広
げ

る
。 

④
県
社
保
協
、
地
域
社
保
協
の
組
織
・

活
動
の
強
化
。
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

さ
ら
に
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
十
月
六
日
（
日
）
午
後
、
松
本
市

浅
間
温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
「
貧
困
か
ら
子
ど
も
と
障
が
い
者
を

守
る
県
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
企
画
内

容
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
地
域
・
団
体
か
ら
活
動
の
交
流 

①
県
生
連 

生
活
と
健
康
を
守
る
会
は

来
年
結
成
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
組

織
の
充
実
・
強
化
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
講
演
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
相
談
を
受
け
る
中
に
、
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
か
ら
「
福
島
の
ガ
レ

キ
を
片
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
け
」

と
強
い
働
き
か
け
が
行
政
か
ら
あ
っ
た
と

の
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
労
働
者
か
ら
の

相
談
も
深
刻
で
す
。
し
か
し
、
職
を
失
う

こ
と
の
不
安
か
ら
、
な
か
な
か
立
ち
上
が

る
、
闘
う
ま
で
に
持
っ
て
い
く
こ
と
は
大

変
で
す
。
「
派
遣
切
り
に
な
っ
た
」
「
給

料
か
ら
保
険
料
は
天
引
き
し
て
い
る
の

に
、
会
社
は
社
会
保
険
に
正
式
に
加
入
し

て
い
な
い
」
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。
生
活
保
護
の
切
り
下
げ
に
つ
い
て
、

不
服
審
査
の
活
動
に
取
り
組
む
予
定
で

す
。 

②
民
医
連 

介
護
保
険
の
改
悪
が
心
配
で

す
。
今
で
も
認
定
上
は
要
支
援
と
言
っ
て

も
、
事
実
上
要
介
護
の
方
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
方
々
が
予
防
支
援
か
ら

外
さ
れ
る
と
、
結
果
と
し
て
家
族
が
職
を

や
め
て
介
護
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

す
。
民
間
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
多
く
を
委
託
す
る

形
で
す
が
、
介
護
の
質
も
量
も
大
変
心
配

な
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
で
さ
え
特
養
の

待
機
者
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
、
い
っ
そ

う
入
口
を
狭
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
一
定
の
所
得
」
二
百
万
円
を
高
所
得
者

と
し
、
負
担
を
一
割
か
ら
二
割
に
増
や
せ

ば
、
ま
す
ま
す
介
護
は
受
け
づ
ら
く
な
り

ま
す
。
集
会
を
は
じ
め
運
動
を
強
め
て
い

き
ま
す
。 

③
医
労
連 

政
府
は
、
医
師
不
足
を
解

消
す
る
と
し
て
、
「
特
定
看
護
師
」
制

度
を
導
入
し
、
研
修
に
よ
り
、
看
護
師

に
一
部
医
行
為
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
患
者
に
と
っ
て
「
安
心
・
安

全
」
の
医
療
の
保
障
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
単
な
る
安
上
り
の
医
療
に
な
る
だ

け
で
す
。
そ
も
そ
も
、
看
護
師
そ
の
も

の
が
全
く
不
足
し
て
い
ま
す
。
患
者
の

高
齢
化
・
重
症
化
や
夜
勤
増
を
含
め
た

過
重
労
働
で
、
健
康
を
害
す
る
者
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
、
夜

勤
は
が
ん
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
看
護
師
の
平
均
余

命
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
の

大
幅
増
員
に
よ
る
労
働
条
件
の
改
善
が

急
務
で
す
。 

④
保
険
医
協
会 

今
、
医
療
現
場
で

は
、
患
者
の
経
済
的
理
由
か
ら
治
療
を

中
断
し
た
り
、
受
信
そ
の
も
の
を
控
え

た
り
す
る
「
受
診
抑
制
」
が
深
刻
化
し

て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
二

〇
一
〇
年
と
一
二
年
で
は
一
・
四
五
倍

も
増
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
歯
科

の
場
合
所
得
格
差
が
顕
著
で
、
子
ど
も

達
に
ま
で
「
受
診
抑
制
」
が
拡
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
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は
、
先
進
諸
国
の
様
に
「
窓
口
負
担
」

を
な
く
す
こ
と
が
早
道
で
す
。
せ
め
て

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
ど
も
と
七
五

歳
以
上
の
高
齢
者
は
無
料
に
す
べ
き
で

す
。
七
〇
～
七
四
歳
の
窓
口
一
割
負
担

の
継
続
を
含
め
、
請
願
署
名
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

社
会
保
障
全
般
の
課
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対

な
ど
諸
課
題
に
共
同
で
取
り
組
み
ま

す
。 

⑤
年
金
者
組
合 

私
た
ち
は
年
金
制
度

の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
国
は
約
十
％
の
引
き
下
げ
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
当
面
三
年
間
で
二
・
五
％

を
引
き
下
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
四
年
に
年
金
受
給
者
と
保
険
料
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
ー
な
ど
が
無
く
、
皆
が
正
規
雇

用
な
ら
ば
年
金
財
政
は
安
定
的
に
回
っ

て
い
く
は
ず
で
す
。
先
進
国
に
は
掛
金

な
し
の
最
低
保
障
年
金
が
あ
り
ま
す
。 

 

国
連
は
「
経
済
力
の
あ
る
日
本
で
、
何

故
、
最
低
保
障
年
金
が
な
い
の
か
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
「
年
金
制
度
は
本
来

ど
う
あ
る
べ
き
か
」
世
論
に
訴
え
、
運

動
を
進
め
て
行
き
ま
す
。 

⑥
県
商
連 

民
主
商
工
会
は
中
小
零
細

業
者
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
が

大
変
で
す
。
年
間
一
千
万
円
の
売
り
上

げ
が
あ
る
と
二
年
後
に
約
二
〇
～
三
〇

万
円
も
納
め
る
仕
組
み
で
す
が
、
こ
れ

が
同
じ
売
り
上
げ
て
、
四
〇
～
六
〇
万

円
も
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
仕
組
み
そ
の
も
の
が
間
違
っ
て
い

ま
す
。
企
業
が
消
費
税
を
下
げ
る
方
法

の
一
つ
は
、
労
働
者
を
正
規
雇
用
か
ら

非
正
規
に
す
れ
ば
消
費
税
の
支
払
い
義

務
が
な
く
な
り
ま
す
。
大
企
業
が
消
費

税
に
賛
成
す
る
理
由
は
、
輸
出
の
場

合
、
消
費
税
が
還
付
さ
れ
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
中
小
零
細
企

業
は
、
発
注
の
際
に
自
腹
を
切
っ
て
消

費
税
を
支
払
う
、
結
果
的
に
中
小
零
細

企
業
の
倒
産
が
増
え
る
だ
け
で
す
。 

⑦
飯
伊
社
保
協 
昨
年
は
、
半
数
の
市

町
村
に
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
、
昨
年
行
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
市
町
村
も
加
え
広
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
別
紙
資
料
を
見
て
く
だ

さ
い
。
国
保
に
は
大
き
な
制
度
的
欠
陥

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
住

民
一
人
当
た
り
の
課
税
対
象
所
得
額
と

介
護
分
保
険
料
負
担
率
を
み
る
と
、
所

得
の
低
い
市
町
村
ほ
ど
高
率
の
介
護
分

保
険
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。
軽
井
沢
町

が
最
も
低
く
一
・
四
五
％
、
最
も
高
い

の
は
売
木
村
四
・
五
四
％
と
三
倍
以
上

で
す
。
も
う
一
つ
、
一
人
当
た
り
の
課
税

対
象
所
得
額
が
平
均
よ
り
低
い
生
坂
村
が

国
か
ら
の
調
整
交
付
金
が
〇
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

余
り
の
矛
盾
の
大
き
さ
に
驚
い
て
県
に
問

い
合
わ
せ
ま
し
た
が
、
「
間
違
い
な
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。 

⑧
県
教
組 

生
活
保
護
基
準
と
就
学
援
助

は
連
動
し
て
い
ま
す
。
基
準
が
下
げ
ら
れ

る
と
就
学
援
助
の
基
準
も
引
き
下
げ
ら

れ
、
経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
家
庭

の
子
ど
も
が
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
（
事
例
を
含
め
報
告
） 

⑨
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

相
談
支
援
活

動
の
具
体
的
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
略
） 

⑩
参
加
者
か
ら
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
発

言
が
最
後
に
あ
り
ま
し
た
。
「
私
は
、
年

を
取
っ
た
と
き
と
病
気
に
な
っ
た
と
き
に

政
治
の
力
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
日
の
お
話
を
聞
い
て
、
全
て
の
人

に
と
っ
て
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
…
マ
ス
コ
ミ
が
少
子
高
齢
化
、
財

政
難
な
ど
と
書
き
立
て
る
中
、
真
実
を
知

ら
せ
て
い
く
活
動
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し

た
」 

 

な
お
、
当
会
か
ら
は
原
副
代
表
が
、
東

日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
た
「
災
害

時
、
命
を
守
る
に
は
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
研
究
な
ど

の
取
り
組
み
を
報
告
し
、
社
保
協
を
は

じ
め
、
願
い
で
一
致
で
き
る
全
て
の

方
々
と
手
を
と
り
あ
い
、
社
会
保
障
の

充
実
を
め
ざ
す
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。 憲法第２５条をいかし、 

       安心の社会保障を！ 

憲法第２５条をいかし！ 
安心の社


